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下記のサイトで、実証実験に参加でき、バスの運行情報や多摩キャンパスの情報

ページへのリンクなどを体験できます。

https://flab.k.hosei.ac.jp/tama/navi

2 教育プログラム開設学生サポーター制度 学生有志グループ 別紙：http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/8816/7021/4528/02___.pdf

3 コロナ禍でのハイブリッド換気の実証的研究
デザイン工学部 建築・都市

環境研究室（川久保俊）
https://www.hosei.ac.jp/info/article-20220414184015/

4 昆虫食開発を通じた高校生の学び

法政大学国際高等学校

エコ・アクション・プロ

ジェクト

※添付のjpegファイルは、農大・うつせみテクノ代表・国際校メンバーでのミー

ティングの写真である。

http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/7816/6987/8797/04_1__.pdf

※添付のPDFファイルは、現在提案されている昆虫食案のうち３月までの商品化を

目指す商品提案書の一部である（キャッチフレーズ・価格設定・代替案等の公開で

きない部分を除いたもの）。

http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/8416/6987/8806/04_2___-_.pdf

https://biorobotics.jp/index.php/main/smart-plant-factory/

https://www.jacom.or.jp/ryutsu/news/2022/04/220425-58481.php

5 三者協議会
法政大学高等学校　生徒会

執行部
-

6
スポーツ活動と研究教育活動の両輪

　『人馬のウェルビーイング』
法政大学体育会馬術部

別紙：

http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/7816/6987/8816/06_1__220801_-_.pdf

http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/6616/6987/8834/06_2___-_.pdf

『馬術部がホースセラピー講習会を開催』

（https://www.hosei.ac.jp/taiikukai/list_h/h001/info/article-20201215125907/）

『ゴドルフィン（ダーレー・ジャパン株式会社）による 『チャリティプログラム』『引退競走馬の福祉』に関するオンライン講義を開

催』

（https://www.hosei.ac.jp/taiikukai/list_h/h001/info/article-20211018124431/）

『課題解決型フィールドワーク for SDGs　ヒューマン＆ホースウェルフェア　～競走馬のリトレーニングから、ホースセラピーへ繋

ぐ取組み～』

（https://www.hosei.ac.jp/taiikukai/info/article-20210402084309/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54）

『すべての「人馬」に健康と福祉を ～引退競走馬のリトレーニングを人と馬の幸福に繋ぐ取り組み～』

（https://www.hoseikyoiku.jp/shakairenkei/topics/index.php?c=topics_view&pk=1649062778&target=）

『人馬のウェルビーイング活動』のモニタリングを開催』

（https://www.hosei.ac.jp/taiikukai/list_h/h001/info/article-20220613141307/）

『体育会馬術部と現代福祉学部福祉コミュニティ学科佐野竜平ゼミによる勉強会を開催』

(https://www.hosei.ac.jp/gendaifukushi/pickup/article-20210531095758/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54)

『馬糞活用による循環型社会づくりに向けて』

(https://www.hosei.ac.jp/taiikukai/info/article-20210722141801/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54)

『令和4年度関東学生馬術大会』

 (https://www.hosei.ac.jp/taiikukai/info/article-20220620154433/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54)

7
多摩キャンパスを盛り上げる

1年間の活動

ホーセーイノベーションク

ラブ

別紙：

http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/3416/7038/6320/07_2__07_01_.p

df

8 つながりを創る新たなボランティアの形

法政大学学生スタッフ VSP

(ボランティア支援プロジェ

クト)

法政大学ボランティアセンターのホームページ

https://www.hosei.ac.jp/volunteer/

　法政大学VSPは昨年まで、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて従来の対面でのボランティア活動の大半が延期・中止になったことで、活動のオンライン化を推進してきた。しかし、今年

は行動制限の緩和もあり、対面での企画の実施に力を入れることで活動範囲を拡大してきた。

　また、コロナ禍だからとマイナスなイメージを持ち続けるのではなく、オンラインでしか活動できなかった時期の経験やボランティアに対する考え方の変化などをプラスに捉えることで各々が

新たなアイディアを生み出すことができた。そのため、我々はむしろ従来のやり方以上に様々な人とつながりや、新たなボランティア活動のスタイルを構築することができたと考えている。

　以下、二つの具体的な活動事例を紹介する。一つ目の事例は、関西大学とzoomを使用し実施した、スポーツごみ拾い企画「法政大学×関西大学 チーム対抗！遊び感覚でゴミ拾い！？」であ

る。本企画では大学ごとにチームに分かれて制限時間内にごみを収集、分別し、ごみの種類ごとに定められたポイントで勝敗を決めた。ごみ問題への理解を深めてもらうためにごみ拾いだけでは

なくクイズ大会も行った。ごみ拾いと聞くとオフラインでの活動が想像されるが、オンラインを組み合わせることにより、関西と関東という、本来であれば交流の難しい両校の学生の結びつきを

創出することができた。参加してくれた学生からは「都内のごみをスポーツ形式で拾う一種のアクティビティを全国に広げたい」という声があった。これにより、今回の企画はオフラインとオン

ラインの組み合わせによる活動のさらなる可能性を見出す機会になったと考える。二つ目の事例は、音楽を通じて、幅広い世代の方々とのつながりの輪を広げるボランティアである。本企画は、

千代田区社会福祉協議会高齢者活動センターの多世代交流事業「ちよだで多世代交流ciao！」の皆様のご協力のもと、コロナ禍で外部の演奏の機会が減ってしまった法政大学の登録団体であるピ

アノの会と共同して行われた。VSPは、ピアノの演奏で多世代が楽しめるようなコンテンツ作りに取り組み、参加者同士の架け橋の役割を担った。企画当日は幅広い世代の方にピアノの演奏や合

唱を楽しんでいただいた。VSPが担当したイントロクイズではみんなで一緒に考える姿も見受けられた。企画を通して参加者の方々だけでなく、ピアノの会の方も含めて会場が一体となり、非常

に温かい雰囲気に包まれた唯一無二の時間を提供することができた。今までのVSPの企画とは一味違った、世代を超えたつながりを感じられる企画となった。

　上記の事例はVSPの一部の活動に過ぎない。コロナ禍という活動に制限があるからこそ見出すことができた企画も多々あり、メンバー一同、今までにない企画作りに知恵を振り絞り主体的に活

動した成果が表れたと考えている。

実践事例概要

別紙添付の「活動概要資料」を参照願いたい。

我々人類は、過去幾度とないパンデミックを経験し、その都度生活様式やビジネススタイル、社会の構造を変容させてきました。今般のCOVID-19パンデミックにおいても、ニュー

ノーマル時代を迎え、在宅ワークやリモート講義、遠隔診療などが広く一般に普及しつつあります。通勤や出張の機会が減り、自宅や職場で過ごす時間が増えた結果、室内環境を良

好に保つことの重要性に関してあらためて認識が広まっています。人体からは二酸化炭素や熱が排出され、ウィルス性感染症に罹患している人からはウィルスも排出されます。その

ため、室内環境を良好に保つためにも、そしてCOVID-19対策のためにも換気が必須です。

その換気は、一般的に機械換気と自然換気に分類されます。機械による換気は、安定して空気を入れ替えることができるものの、多くのエネルギーを消費します。一方、自然の風の

流れや温度差を上手く活用した自然換気は機械に頼らないエコな手法ですが、風向きや風の強さ、室内外の温度差によっては十分に空気を入れ替えることができません。このような

機械換気と自然換気の短所を補いつつ長所を活かした換気手法として、ハイブリッド換気があり、近年注目が集まっています。このような特徴を持つハイブリッド換気が建物利用者

に与える影響の実証的研究は社会的にも求められており、学術的にも新規性が高いと言えます。そこで、株式会社LIXILとの産学連携プロジェクトを立ち上げ、ハイブリッド換気が

導入された建物を対象に効果の検証を行いました。

分析の結果、ハイブリッド換気により春季においては、空調の電力消費量を最大70.6％削減しながら、建物利用者の生産性が約9.1％向上することを示しました。また、ハイブリッ

ド換気時の室内温熱環境は快適に保たれ室内のCO2濃度が低下したことから、COVID-19対策としても有効である可能性が示されました。これらの研究成果は建築環境工学の分野で

著名な国際学術誌「Building and Environment」に掲載されました。

現在は、研究成果を実社会へ還元することにも取り組み始めています。現在計画されている建物へのハイブリッド換気の導入を提案したり、学内では、その研究成果の一部をポス

ターにして、コロナ禍における換気の重要性を周知しています。少しでも多くの方に見ていただけるように、大学マスコットキャラクターのえこぴょんが換気の大切さを解説する形

をとりました。このポスターは現在多くのキャンパスで掲示されており、学内の教職員や学生に対して適切な換気の方法の一例として紹介されています。

法政大学国際高等学校有志団体「エコ・アクション・プロジェクト」は、東京農業大学バイオロボティクス研究室及び同大学発の学生ベンチャー企業「うつせみテクノ」と連携し、「高校生による昆虫食の開発」と「遠隔操作での植物工場モニタリング」のプロジェクトを開始し

た。本プロジェクトでは、これからの時代を生きる高校生が食べやすい昆虫食を開発したり、遠隔で植物を栽培したりすることを通して、環境問題や持続可能な社会への問題意識を身につける事を目的として活動している。さらに本プロジェクトでは考えた昆虫食を実際に商品化す

るなど、アイデアを実現して社会実装を目指すことで机上の空論に留まらない深い学びを実現しようとしている。

　昆虫食の商品化や作物の栽培はまだまだ発展途上であるが、オンライン会議やセンシング技術等の先端技術および人脈などのリソースを余すところなく活用し、社会実装を伴った深い学びを達成している点において非常に価値のあるプロジェクトであると考えている。

【昆虫食】

　人間の食用に向かない米ぬかや食品ロスなど（以下食品ロス等と記載）を食べて成長できるコオロギを食材とすることで、これらの食品ロス等を代替タンパク質へと変換できる。人口爆発による食糧危機や牧畜による温室効果ガス排出の懸念から、現在ではこうした代替タンパク

質が注目を集めており、2013年には国際連合食糧農業機関（FAO）も食糧や飼料としての昆虫類の重要性を報告している。昆虫は飼育による環境負荷が小さく、飼料にも食品ロスなどが使用でき、また食材としては高タンパク質であることから持続可能な社会における重要な食糧と

しての活用が期待される。しかし、昆虫食は見た目の悪さや文化としての馴染みの薄さから、食材として敬遠される傾向にある。実際に世の中には多数の昆虫食が存在するが、売り上げを大きくあげているものはほとんどない。

　そこで本プロジェクトでは、昆虫食を普及させるための様々なアプローチを高校生が考え、考えたアイデアを企業と共に形にしていくという活動を行っている。現時点では、昆虫食案複数について製造コストや包装及び食品の組成・形状等を企業へ打診している最中であるが、現

３年次生が卒業するまでに１つは商品化する事を目標としてプロジェクトを進めている。この活動の中で生徒は商品のコンセプトやターゲット層、パッケージデザインにかかる費用及び作成した商品の販路等についても検討しており、「人々に受け入れられて食べてもらえる昆虫食

とは何なのか」という答えのない問いへ日々挑み続けている。

【植物工場】

　日本の農業従事者数は平成2年からの30年間でも半減しているなど農業人口の減少が深刻であり、少子高齢化によりこの傾向はさらに強まると予測されている（2022.10 農水省「スマート農業の展開について」）。農業人口の減少が予測される中、将来的な農業の在り方として

「先端技術と農業を組み合わせた”スマート農業”」が注目されている。

　本プロジェクトでは、東京農業大学バイオロボティクス研究室様に作成して頂いた植物の遠隔栽培システムを用いたスマート農業を行っている。このシステムでは栽培水の水温や肥料濃度をほぼ一定に保ちつつカメラで植物の状態を観察することが可能であり、東京農業大学世田

谷キャンパス内に配置された植物工場を国際校からスマホで監視・制御してサンチュを栽培した（添付画像あり）。2022/8/6には栽培実験第一期のサンチュを収穫し、スマート農業による野菜の栽培が可能であることを確認した。2022/11月現在、生徒達は肥料の濃度を様々に設定

してサンチュを栽培しており、「サンチュの水耕栽培に必要な最低限の肥料濃度」を探っている。一般的な肥料の作成には化石燃料等が用いられるため、使用する肥料の最小量を調べることで「環境負荷を最小化した農業」の実現に必要なデータを得られると考えて栽培実験を進め

ている。

【1】経緯

法政大学中学高等学校では，2021年度6年ぶりに三者協議会を再開した。三者協議会とは生徒、教職員、保護者の三者が対等な立場で話し合い学校づくりを考える場である。本校の設置目的は次の３点であり、2010年度の生徒会執行部が作成したものを引き継いだ。

1．三者が協力してより良い学校づくりを目指す。

2. 三者が平等に意見を主張し、相互理解を深める。

3. 三者が挙げられた意見をもとに、より良い学校づくりに取り組む。

生徒会執行部では、2015年度より携帯電話のルールについて話し合いを始め、第３回三者協議会（2016年２月実施）でも議題となり、先生方と何度も話し合いを行った。さらに、2020度から執行部で話し合いが活発化し、2021度は全校生徒に対してアンケートを実施、さらにクラス討議を行って生

徒側の意見を集約し、改正案が提示された。

2021年度いまの私たちの学校生活の現状について、携帯電話のルールなどが、ルールがあるのにないような状況であるというように分析し、この状況を変えたいという考えを、生徒・先生に理解してもらいたいと考えた。

このような状況になっているのは、生徒自身の当事者意識がないのが原因であり、当事者意識がない理由は、自分たちでつくったルールでないからだと考えた。このような状況を改善し、自分たちでルールをつくっていくためには、生徒と先生、保護者が平等に話し合える場を設ける必要があると

考え、「携帯電話の使用ルール」を三者協議会の議題とした。

生徒自身が自分事としてルールについて考えることにより、ルールを守ることができるのではないか、現在の携帯電話（スマホ）は学校生活において有効活用できるもので時代に合った根拠や合理性のあるルールを作る必要があるのではないか、この問題に対して生徒みんなで考えることは法政の

掲げる自主自律の精神を養う機会となりうるのではないか、と考えた。そして先生方にも共通認識を持ってほしい、「罰則」によって管理し取り締まるのではなく、生徒の自主自律を導く役割であってほしいという声が上がった。

【2】2021年度11月実施の三者協議会

主な論点は生徒の意識改革と法政高校の教育の精神「自主自律」であった。話し合いの結果、次の3点が確認された。

１．生徒の意識改革をどのようにしていくか引き続き考える。特に全体化が課題。

２．自主自律(＝自分事として各人がルールを守る)を継続して検討する。

３．原案の表記が曖昧な点を明確にし、生徒全体で共通認識をもって運用できるようにする。

保護者の方々からも多面的な意見が出された。家庭でのモラル教育の不足への反省、自分の頭で考え意見を言い自身で気づき理解し合うことが有効だという意見、発達段階に応じた制限の必要性などである。保護者目線の意見は私達にも参考になった。

なお、この議論を引き継ぎ、2022年度の三者協議会は「SNSを扱う上でのリスク対策～SNSの利用に関するルールを校則に加えるべきか？～」をテーマに、11月12日（土）に実施した。今後もこの取り組みを継承していきたい。

体育会馬術部では、インカレ出場・入賞を目指し日々練習をする「スポーツ活動」と、学生の学習を確保し、同時に人馬双方にとって健康で幸福な暮らしを創出する「研究教育活動」に取組んでいる。この両輪

の活動を『人馬のウェルビーイング』と定義して、部員一丸となって活動している。

　コロナ禍に入る直前から、現代福祉学部の佐野竜平ゼミと協働するようになった。現在では、当部馬場の隣に「人馬のウェルビーイング農園」を開設するなど、国内外に学びながら馬糞堆肥を活用した循環型

社会づくりの実証実験に取組んでいる。

　2020年5月より、馬糞の活用方法を模索すべく、馬糞堆肥化プロジェクトを部内で推進した。実証のために生命科学部の佐野俊夫教授研究室へ成分鑑定を依頼し、堆肥として有効であるというエビデンスを得る

ことができた。

　2021年3月に、当部部長でスポーツ健康学部の高見京太教授による「課題解決型フィールドワーク for SDGs」の実施に参画した。馬やホースセラピーの基礎を講義で学んだ受講生の、乗馬や馬の世話に関わる

フィールドワークのサポートを通じて、馬の大きな可能性を共有でき、改めて「馬」の魅力を体感することができた。

　2022年3月には「ウェルネス乗馬」(心身に障害を持つ方や健康づくりに興味のある方に対して馬とのふれあいを通じてサポートする)と「引退競走馬のリトレーニング」をテーマに掲げた、2回目の「課題解決

型フィールドワーク for SDGs」の実施に参画した。北海道新冠町の錦岡牧場より寄贈を受けた本学所属の引退競走馬を用いて馬との触れ合い等を提供し、人馬双方の健康で幸福な暮らしの実現を目指すことがで

きることを確認した。同時に、JRA日本中央競馬会による先進的な取組みも学ぶことが出来た。

　2022年5月25日、7月20日、9月28日の3回にわたり、多摩キャンパスに勤務する事務職員の方々を対象に、HSP加盟パートナーである「NPO法人日本障害者乗馬施設フューチャーバレー」に監修を受けて「人

馬のウェルビーイング活動」のモニタリングを実施した。当部の引退競走馬についての紹介や、馬との正しい触れ合いを体験するプログラムであり、約1時間の中で引退競走馬についての理解を深め、正しい知識

を元に安全な触れ合いを楽しんでいただいた。

　2022年度秋学期には、市ヶ谷リベラルアーツセンターの講義科目として、高見京太教授による「課題解決型フィールドワーク：競馬とウェルビーイング」が始まった。主にJRA日本中央競馬会からゲストを招

いて学びを深める寄附講義の位置づけであるが、上記のような様々な連携活動が身を結んだものである。

　今後も、『人馬のウェルビーイング』が、人と馬の双方に及ぼす影響を検討し、引退競走馬と人々の有用な関わりを研究していく。

1 青バス運行アプリで多摩ライフを豊かに
情報科学部・多摩将来計画

推進委員会

多摩キャンパスを走る青バスの運行情報を、利用者にリアルタイムに提供するシステムという実ニーズに基づいたWebアプリ開発を情報科学部の「リクエスト集中講義」の枠

組みの中で、実施しました。

この取り組みには、情報科学部の学生だけでなく、社会学部の学生も加わった総勢50名程度の取り組みであり、実ニーズのある実際のシステムを、実運用できるところまで

チーム開発を行うという実践知を磨き上げるための最高の環境のもと、活動を行いました。5月から9月までの授業期間で実施し、GPS端末アプリ、サーバアプリ、利用者アプ

リなどを開発し、9月19日に最終発表会を行いました。

11月4日から、実運用に向けた実証実験を開始し、11月11日現在で毎日200名以上、総計2000名を越える方に利用していただいております。

コロナ禍と共に大学生活がはじまった私たち大学3年生にとっては、キャンパスに通う日々は、決して「当たり前なこと」ではありませんでした。楽しみにしていたキャンパス

ライフは、毎日家の中でパソコンを開く日々となり、友達もなかなかできませんでした。そしていざ週に何度かキャンパスに行けるようになり、新しくできた友達と必ず話し

ている話題は、多摩キャンパスの愚痴。「田舎でパッとしない」、「通学が不便」、「市ヶ谷がよかった」なんてことを言い合っていた時に、ふと、気がついたことがありま

した。自分達のキャンパスライフをこんな風にネガティブなものにしてしまっているのは、コロナのせいでもなく、大学のせいでもなく、自分達なのではないか、と。冴えな

い大学生活を誰かのせいにして、誰かが素敵なものに変えてくれるのを待つのではなく、自分達でイノベーションを起こし、自分達が考える素敵な要素を多摩キャンパスに増

やしていきたい。現代表と何人かの創立メンバーでそうした意見が一致した時、同じことを考える学生が多摩キャンパスにまだ多くいることを確信し、思いを形に変えていく

ために、一年前にこのクラブを創設しました。

コロナ禍で他の世代から「可哀想」と言われ続け、多摩キャンパスに通うことを都心に通う学生から「可哀想」と言われ続けた私たちが、本当に可哀想なのかを決めるのは、

私たちであるべきです。ホーセーイノベーションクラブは、大学や周辺地域、地域の方、教授、学生と協力しながら、大学生が楽しいと思える空間を自分達で創り出し、多摩

キャンパスの素敵な要素を自分達で増やしていく活動をしています。

https://flab.k.hosei.ac.jp/tama/navi
http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/8816/7021/4528/02___.pdf
https://www.hosei.ac.jp/info/article-20220414184015/
http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/3416/7038/6320/07_2__07_01_.pdf
http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/3416/7038/6320/07_2__07_01_.pdf
http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/3416/7038/6320/07_2__07_01_.pdf
https://www.hosei.ac.jp/volunteer/
https://www.hosei.ac.jp/volunteer/
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9 つながるゼミ チーム・オレンジ

https://www.hosei.ac.jp/volunteer/pickup/article-20210621103345/

https://www.hosei.ac.jp/volunteer/activity/activity_ichigaya/info/article-

20220111105802/

https://www.hosei.ac.jp/volunteer/activity/activity_ichigaya/info/article-

20220614134749/

10 PBL科目作品の一般コンペによる学外評価

デザイン工学部　システム

デザイン学科

デザイン工学研究科　シス

テムデザイン専攻

別紙資料参照

２０１８年度

・ハードウェアコンテスト「GUGENコンテスト2018」受賞結果	

　・作品名：「PAX」

　　　GOODアイデア賞

　・作品名「Smart Bin」

　　　秋月電子通商賞、ダイセン電子工業賞

２０１９年度

・ジェームスダイソンアワード国内最優秀賞および国際TOP20選出

　・作品名：「PAX」

・ハードウェアコンテスト「GUGENコンテスト2019」受賞結果	

　・作品名：「planter　家庭向け小型風力タービン」

　　　大賞、Fusion360賞、CAMPFIRE賞

　・作品名：「WAN-CHAN　愛犬のやけどリスクを知らせるプロダクト」

　　　優秀賞、CAMPFIRE賞

　・作品名：「flotect ー高齢者のための後付け型浴槽見守りシステムー」

　　　Goodアイデア賞、CAMPFIRE賞

２０２０年度

・ハードウェアコンテスト「GUGENコンテスト2020」受賞結果

　・作品名：「coexi」

　　　優秀賞、トラ技ジュニア賞

　・作品名：「TOTTE」

　　　JENESIS賞、スイッチサイエンス賞

２０２１年度

・ハードウェアコンテスト「GUGENコンテスト2021」受賞結果

　・作品名：「Loglee」

　　　大賞ノミネート、キャンプファイヤー賞、GOODアイデア賞

　・作品名：「Venty」

　　　大賞ノミネート、学生賞

別添資料：

http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/2616/6987/8860/10_1___-_.pdf

http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/9816/6987/8876/10_2___-_.pdf

https://sd.ws.hosei.ac.jp/creativeworks/

https://www.youtube.com/channel/UCRb1YiuxK6sz-2NxQZ12uwQ

11 YouTubeを用いた受験生への応援活動 エールお届け隊 by大学生
エールお届け隊 by大学生YouTubeチャンネル：

https://www.youtube.com/channel/UCsax1jLeGtHclCsWZO4I32g

チーム・オレンジが主催した「つながるゼミ」企画は、オンライン上で東日本大震災の被災地のひとつである岩手県にお住まいの方々とつながり、少しでも東北被災地の現状

に関する理解を深めてもらうことを目的とした企画です。

震災から11年が経過し、風化防止のためにも少しでも多くの方々が被災地の現状に触れる必要があると私たちは考えています。ですが、東北被災地にいざ足を運ぶとなると地

理的に遠く難しいという点と、昨今のコロナ禍で現地に足を運ぶことがさらに難しくなっているという点から、これを克服するために「オンライン」を利用することを考えま

した。

本企画は昨年から始まり、現在までで計3回行われ、対面とオンラインのハイフレックス形式を取ることで多くの学生に参加してもらうことができました。又、オンラインと

いう利点を活かし、本学学生だけでなく千代田区キャンパスコンソーシアムの学生を含む多くの様々な他大学生の方にも参加してもらうことができました。これらのことか

ら、今までより多くの人達に被災地の現状を知り、興味を持ってもらうことができたことが示されています。

動画を通して頑張る人を応援したい、そんな思いで立ち上げたYouTubeチャンネル「エールお届け隊 by大学生」。

法政大学自主マスコミ講座事務局公認で、受験生に向けた発信活動を行ってきました。

私たちは、法政大学や自主マスコミ講座の魅力を”学生目線”で発信することを大切にしています。昨年公開した市ヶ谷キャンパスの紹介動画は再生回数が2万回を超え、多くの

方から励ましのお言葉をいただきました。

私たちの目標は、”法政大学のメディア”になることです。この活動が「頑張る人へのエール」となるよう、今後も隊員全員で力を尽くして取り組みます。

https://www.youtube.com/channel/UCsax1jLeGtHclCsWZO4I32g
https://www.youtube.com/channel/UCsax1jLeGtHclCsWZO4I32g

